


7 応募・推薦方法
(1) 本奨学金を受けようとする者は、所定の様式による願書を、大学を通じて、本協会理事長 （以下「理事

長」という。）に提出するものとする。
(2) 大学の長は、3 に挙げる応募資格に該当する者について、8 に挙げる応募・推薦書類を理事長に提

出するものとする。なお、推薦人数等については、別途依頼文で示す。

8 応募・推薦書類及び提出方法

提出物 提出方法

(1) 願書（様式 1)

クラウドストレージサ ー

(2) 推薦書（様式 2) ビスBoxの指定URLへ
アップロード(※)

(3) 
令和 4 年度の学業成
績証明書

� � 

※提出方法の詳細については別紙にて案内。

ファイル形
備考

式

Excel 
日本語以外の場合は和訳を添付

すること。

推薦理由は、指導教官等が記入
Excel 

すること。

日本語以外の場合は和訳を添付
PDF 

すること。

9 応募・推薦書類の提出期限

情報科学研究科教務係まで令和 5 年 4 月 11 日（火）を提出期限とする。なお、締切期日を過ぎた場
合や提出書類に不備のある場合 は受理しない。また、提出書類は一切返却しない。

10 選考方法及び結果の通知
理事長は、7 の(2)により推薦された者について、書類審査及び面接（令和 5 年6 月上旬～中旬予定。 ） に  

より奨学生を決定する。結果は令和 5 年7 月上旬を目途に、大学を通じて通知する。なお、採否に関する照
会には応じない。

11 支給方法
本奨学金は、別に定める方法により、大学を通じて支給する。

12 奨学生の義務
(1) 奨学生は、本奨学金支給期間中の学習・研究状況について、学業成績証明書と共に、毎年度末及

び奨学金受給終了後1か月以内に、所定の様式により、大学を通じて本協会に報告すること。
(2) 奨学生は、学籍に変更があった場合、所定の様式により、大学を通じて遅滞なく届け出ること。
(3) 本奨学金を受給した者は、自身の進路について、大学卒業時に所定の様式により、大学を通じて本

協会に報告すること。
(4) 奨学生は、本協会又は寄付者の要請に応じ、アンケー ト等への回答、及び交流会・インターンシップ

等に参加すること。

13 本奨学金の支給の休止又は終了及び決定取消
(1) 奨学生が大学を長期欠席(1か月以上）した場合は、本奨学金の支給を休止する。なお、休止事由が

止んで、所定の様式により奨学金支給の再開を願い出たときは、6に記載した奨学金の支給期間内に
おいて奨学金支給を再開することがある。但し、6の支給期間は延長しない。

(2) 奨学生が、次の①から④のいずれかに該当した場合には、本奨学金の支給を終了する。
①大学を卒業、退学、除籍、停学、休学又は留年（相当すると認められる場合も含む）した場合。
②本奨学金奨学生の義務を怠った場合。
③募集・推薦要項の定める事項に該当しなくなった場合。
④その他奨学生として相応しくないと判断された場合。

(3) 寄付者からの寄付が滞った場合、事前通知の上、本奨学金の支給を休止又は終了する。
(4) 応募・推薦書類の記載事項に虚偽のある場合は、本奨学金の支給決定を取り消す。
(5) 渡航制限解除後、奨学生本人の都合により渡日しない場合は本奨学金の支給決定を取り消す。

14その他（注意事項等）
(1) 奨学生は、原則として、本奨学金の返還義務を負わない。ただし、13 に挙げる事項に該当する場合、

すでに支給している奨学金の返還を求める場合がある。また、本奨学金寄付者への入社その他の付帯
義務を負うものではない。




